
付議案第47号 

福岡市立高等学校入学者選抜方針の一部改正案 

上記の付議案を提出する。 

令和６年10月10日 

福岡市教育委員会

教育長 石橋 正信 

理由 

 本件は、令和７年度福岡市立高等学校入学者選抜において、新規に長期欠席者に配慮

した入学者選抜を導入することに伴い、入学者選抜方針の一部を改正する必要があるの

で、福岡市教育委員会事務委任規則第２条第１項第10号の規定により付議するものであ

る。 

福岡市立高等学校入学者選抜方針の一部改正 

福岡市立高等学校入学者選抜方針の一部を次のように改正する。 

１ 基本方針の項第１号中「教育」を「特色に配慮しつつ、その教育」に改め、同項

第３号に次のただし書を加える。 

 ただし、中学校等における長期欠席者については、教育長が別に定めるところに

より、調査書の一部を資料としない入学者選抜を行うことができるものとする。な

お、この場合においては、必要に応じ面接を行うことができるものとする。 

３ 調査書の項中第４号を削り、第３号を第４号とし、第２号の次に次の１号を加え

る。 

⑶ 中学校長は、作成した調査書を、志願先高等学校長へ提出するものとする。

３ 調査書の項に次の１号を加える。 

⑸ １⑶ただし書により行う選抜においては、「各教科の学習の記録」の第３学年の評

定を選考資料としない。 

５ 補充募集の項中「募集定員」を「入学定員」に改める。 

附 則 

この方針は、令和７年度福岡市立高等学校入学者選抜から適用する。 
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付議案第 47 号資料１

福岡市立高等学校入学者選抜方針の一部改正案について 

１ 改正の主旨 

○近年、全国的に不登校生徒が急増している。本市中学校においても、不登校生徒が

増加しており、令和４年度は４年前と比較すると約 1.85 倍に増えている。

・全国の不登校児童生徒数（全国・国公私立小中）

平成 30 年度 164,528 人 → 令和４年度 299,048 人 

・福岡市立中学校における不登校生徒数

平成 30 年度   1,292 人 → 令和４年度  2,403 人 

○現状、福岡市立高等学校の一般入試では、主に学力検査と調査書における第３学年

の評定値の合計により選考するため、学校に行けず自分の評定値が低いと感じてい

る不登校の生徒は、市立高等学校を志願しづらい状況にある。

○このような中、県が、令和７年度福岡県立高校入試より、長期欠席者に配慮した入

学者選抜を実施することを明らかにした。

○長期欠席者に配慮した入学者選抜では、一般入試において、調査書の第３学年の評

定を選考資料とせず、学力検査及び面接の結果等を資料として総合的に選考するた

め、修学意欲や環境が変われば登校する意志のある不登校生徒が志願しやすくなる

ことが期待される。（詳細は資料２）

○そのため、市立高等学校においても、県に準じて、長期欠席者に配慮した入学者選

抜を実施することとする。

２ 改正の内容 

１ 基本⽅針第３号を次のように改める。 ※資料３

（3）⾼等学校⼊学者選抜については、志願者の在学⼜は出⾝中学校等の校⻑（以下「中
学校⻑」という。）から提出される調査書を重視し、より公正を期するため、併せ
て学⼒検査を⾏うものとする。

ただし、中学校等における⻑期⽋席者については、教育⻑が別に定めるところによ
り、調査書の⼀部を資料としない⼊学者選抜を⾏うことができるものとする。なお、
この場合においては、必要に応じ⾯接を⾏うことができるものとする。

３ 適用時期 

令和７年度福岡市立高等学校入学者選抜から適用する。 
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